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監
察
院
（
O
o
二
昌
。
障
。
剛
。
Φ
り
ω
o
巳
ω
）
を
設
け
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
多
数

　
派
必
ず
し
も
畏
主
的
行
動
を
と
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
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デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ソ
的
人
間
像
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ッ
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ソ
ソ
ソ
の
え
ら
ん
だ
道
」
　
（
史
林
、
僻
三
の
六
）
参
照
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⑧
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轟
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傷
こ
や
偽
①
●
メ
リ
ー
ラ

　
ン
ド
輩
命
を
プ
ラ
ン
タ
ー
と
一
般
大
衆
と
の
抗
争
と
し
て
捉
え
た
ジ
ェ
ン

　
セ
ソ
の
見
方
は
正
し
く
な
い
（
冨
湯
窪
し
ぼ
α
こ
署
』
O
～
卜
⊃
一
）
。

⑲
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o
蝶
σ
q
貯
ω
ρ
唱
・
鳶
β
0
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●

⑳
植
民
地
時
代
・
革
命
期
の
ア
メ
リ
カ
が
圧
倒
酌
に
農
本
的
社
会
で
あ
り

　
な
が
ら
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
な
ら
ん
で
都
市
が
親
心
像
以
上
に
歴
史
の
推
進

　
力
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
と
す
る
プ
ラ
イ
デ
ン
ポ
ー
の
問
題
意
識
、
従
つ

　
て
都
市
生
活
の
な
か
に
革
命
へ
の
条
件
が
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
て
い
っ
た

　
か
と
い
う
彼
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
都
市
の
機
能
を
従
来
の
よ
う
に
商
業
都

　
市
と
し
て
だ
け
で
な
く
生
産
的
基
礎
（
職
人
層
の
役
割
）
か
ら
も
捉
え
、

　
且
つ
海
港
都
7
5
だ
け
で
な
く
内
…
騰
都
市
の
発
展
に
も
着
眼
し
た
の
は
傾
聴

　
に
値
い
す
る
一
は
、
近
時
の
植
民
地
時
代
・
革
命
史
研
究
に
お
い
て
癒

　
期
醜
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
姉
妹
篇
と
し
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の
ρ
寓
①
ω
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躍
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お
よ
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Ω
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Φ
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ぼ
鴻
①
〈
o
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（
一
〇
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）
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さ
ら
に

　
両
著
作
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聞
に
介
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す
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①
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。

＠
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
民
衆
騒
擾
の
比
較
的
顕
著
な
事
例
は
、
一
七

　
八
六
年
の
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
郡
裁
判
所
一
揆
扁
に
す
ぎ
な
い
　
（
○
や
O
h
o
≦
㌍
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同
地
に

　
は
、
他
の
穂
民
地
で
紛
争
の
原
因
と
な
っ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
イ
ン
デ
ィ

　
ア
ン
土
地
問
題
、
海
山
厚
地
轟
力
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
の
地
域
的
対
立
は
な
か

　
つ
た
。
だ
か
ら
革
命
の
原
因
は
内
部
的
な
問
題
か
ら
生
じ
た
の
で
な
く
、

隣
接
植
畏
地
と
の
関
係
か
ら
生
じ
た
、
と
。
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時
代
に
あ
て
う
る
の
で
あ
り
、
長
沙
、
広
州
、
九
龍
、
貴
県
の
も
の

と
同
一
の
内
容
を
も
つ
て
い
る
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
長
沙
を
は
じ
め
と
す
る
華
南
各
地
の
漢
墓
の
出
土
品
を

紹
介
し
そ
の
比
較
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
を
の
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
地
は
、

れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
の
自
然
に
適
応
す
る
新
し
い
生
活
様

式
を
確
立
し
、
そ
の
中
に
漢
民
族
の
も
つ
鉄
と
農
業
の
文
化
を
侵
透

（230＞
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さ
せ
つ
つ
あ
る
姿
は
、
断
片
の
言
葉
に
耳
を
か
た
む
け
な
が
ら
屯
二

千
年
を
へ
て
、
い
ま
再
び
陽
光
を
あ
び
た
明
器
の
姿
の
中
に
も
く
み

と
れ
る
と
お
も
う
の
で
あ
る
。
　
（
一
九
五
九
年
一
月
）

漢
代
の
文
献
で
は
、
ま
さ
に
辺
境
を
か
た
る
断
片
の
言
葉
で
か
た
ら

｝ 　　optw　
嵐
玉
響
鋤
　
（
三
九
巻
）
　
鮪
弟
山
ハ
瞬
万
の
　
「
｝
刀
葉
嬢
耶
に
見

え
る
夜
の
船
鐵
偏
　
（
｛
六
八
頁
の
埋
草
）
を
大

変
興
味
深
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

　
夜
の
船
出
と
瀬
戸
内
海
特
有
の
陸
風
海
風
と

を
関
遮
さ
せ
た
の
は
達
見
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
塾
照
津
の
歌
に
は
、
か
ね
て
か
ら
関
心

を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
K
・
N
氏
の
御
説

の
蛇
足
と
な
り
ま
す
が
、
卑
見
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
一
九
五
六
・
一
〇
・
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
閏
　
芳
　
鶴

　
万
葉
集
巻
一
の
「
類
田
王
」
の
歌
、

　
「
焚
田
津
爾
船
乗
世
武
登
月
待
者
潮
型
可
奈

　
姥
沼
聖
者
許
芸
乞
榮
」

の
註
、

　
「
右
強
山
上
憶
想
大
夫
類
聚
歌
林
聞
。
飛
鳥

　
岡
本
宮
御
宇
天
皇
元
年
己
丑
九
年
丁
爾
十
二

　
月
己
巳
朔
壬
午
天
皇
大
后
幸
予
伊
曇
日
宮
。

　
後
岡
本
宮
織
宇
天
皇
七
年
辛
早
春
正
月
丁
酉

　
朔
壬
寅
御
船
而
征
野
就
農
海
路
。
寒
期
御
船

　
泊
子
伊
豫
焚
田
津
石
坪
行
宮
。
天
皇
御
覧
昔

　
日
猶
存
念
物
当
時
忽
起
感
愛
之
情
。
所
以
閣

　
製
歌
詠
為
之
哀
傷
也
。
即
金
悪
者
天
皇
御
製

　
焉
。
但
額
田
王
歌
筆
跡
有
四
首
。
扁

　
い
ま
、
右
の
註
か
ら
干
支
を
も
と
と
し
て
、

臼
付
を
も
と
め
る
と
、

　
飛
島
圏
本
宮
天
皇
す
な
わ
ち
平
明
天
皇
の
九

年
十
二
月
壬
午
は
、
十
四
日
で
、
グ
レ
ゴ
リ
ー

暦
臼
で
は
六
三
八
年
一
月
八
碍
と
な
る
。

　
ま
た
、
後
足
本
宮
天
皇
す
な
わ
ち
斉
明
（
傍

明
后
、
皇
極
）
天
皇
七
年
春
正
月
庚
戌
は
、
嗣

目
し
く
十
閃
【
日
と
な
り
、
　
薇
回
暦
六
山
ハ
一
年
二
月
二

一
〔
口
に
あ
た
”
‘
9
。

　
締
明
天
皇
九
年
の
行
幸
啓
の
際
に
、
夜
間
に

出
帆
し
た
か
、
い
な
か
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
註
の
文
脈
か
ら
、
ど
う
も
夜
間
に

鐵
令
し
た
よ
う
に
と
れ
る
Q

　
も
し
霜
の
推
想
が
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
ば
、
い

ず
れ
も
月
の
一
四
日
の
夜
の
出
来
拳
で
あ
る
。

月
齢
十
三
乃
至
十
四
頃
の
、
こ
の
地
方
の
汐
の

情
況
を
見
る
と
い
わ
ゆ
る
中
潮
か
ら
大
潮
に
な

る
時
期
で
、
溝
潮
は
午
前
八
時
i
九
時
、
午
後

七
時
一
八
時
頃
で
、
干
潮
は
午
前
一
一
二
時
、

午
後
一
時
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

十
四
日
夜
は
、
月
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
潮

が
満
ち
て
来
る
。

　
こ
の
地
方
の
日
没
は
、
一
月
八
臼
で
は
午
後

五
時
十
五
分
頃
、
二
月
二
十
一
日
で
は
午
後
五

晴
五
六
分
頃
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
日
没
後
満

潮
ま
で
二
暗
間
乃
至
三
除
間
、
月
が
南
天
に
近

づ
く
の
を
望
み
っ
つ
潮
を
待
つ
わ
け
で
、
　
「
船

乗
世
武
登
月
待
春
灘
…
半
可
応
剛
比
沼
」
と
い
う
書

虚
実
禁
、
も
な
っ
て
来
。
の
．
　
　
～



書

き
特
権
楽
人
と
一
般
商
人
と
い
5
類
型
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
一
を
と
る
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
次
に
氏
の
言
う
封
建
都
市
と
は
一
六
・
七
世
紀
の
都

市
を
指
す
ら
し
い
が
、
主
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
の
が
、
古
代
的
政
治
都
市
と
し

て
出
発
し
た
京
都
で
あ
る
た
め
、
主
題
と
さ
れ
る
封
建
都
市
の
成
立
を
考
え
る

に
は
不
適
当
で
あ
っ
て
、
京
都
で
は
寧
ろ
古
代
都
市
か
ら
鍔
建
都
市
へ
の
転
成

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
史
料
酌
な
制
約
は
あ
る
と
し
て
も
、
寧
ろ

堺
と
か
由
口
ま
た
は
石
山
寺
内
町
の
如
き
純
粋
の
封
建
都
市
を
素
材
と
し
た
方

が
、
方
法
的
に
正
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大
塚
史
学
を
批
判
す
る
の
梱
り

に
、
封
建
村
落
か
ら
独
立
し
た
新
儀
、
散
在
商
人
が
、
畿
内
で
は
反
封
建
的
性

格
を
も
つ
と
し
、
さ
ら
に
彼
等
が
都
市
に
移
住
む
こ
と
よ
り
都
市
そ
の
も
の
を

反
封
建
的
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
性
急
な
議
論
で
あ
る
。
都
市
が
同
材
と
異
っ

た
構
造
を
も
つ
で
あ
ろ
う
と
い
う
氏
の
疑
問
は
正
し
い
が
、
そ
の
た
め
に
却
っ

て
性
急
な
議
論
に
終
っ
た
こ
と
を
遺
憾
に
思
う
。

　
最
後
に
林
屋
辰
竃
郎
氏
の
門
中
世
に
お
け
る
芸
能
座
の
形
成
」
を
と
り
あ
げ

る
。
氏
は
、
芸
能
座
を
宮
座
と
商
工
業
者
の
座
と
の
中
間
に
お
い
て
考
え
る
べ

き
性
格
を
も
つ
こ
と
を
説
き
、
最
初
は
出
身
地
の
領
主
の
鎮
守
の
た
め
の
芸
能

座
と
し
て
出
発
し
、
や
が
て
上
演
権
及
び
そ
れ
に
伴
う
収
益
増
加
が
馬
頭
職
を

通
じ
て
な
さ
れ
て
ゆ
く
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。
芸
能
座
の
問
題
は
氏
の
最
も

得
意
と
す
る
研
究
領
域
で
あ
り
、
短
篇
で
は
あ
る
が
多
年
の
蓄
積
が
香
気
高
く

感
ぜ
ら
れ
る
。
芸
能
座
の
確
立
の
項
が
あ
ま
り
に
も
尻
切
れ
ト
ン
ボ
に
終
っ
て

い
る
の
は
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ま
だ
こ
の
あ
と
、
群
小
楽
頭
職
の
吸
収

統
一
が
説
関
さ
れ
、
大
和
四
座
殊
に
観
世
座
に
よ
る
芸
能
座
の
統
一
の
完
成
ま

で
論
及
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
言
う
。

　
以
上
書
評
と
し
て
は
多
く
の
紙
数
を
費
し
た
が
、
な
お
紹
介
も
不
充
分
で
あ

り
、
批
判
も
亦
簡
略
に
過
ぎ
た
。
私
の
不
得
要
領
に
も
よ
る
が
、
ま
た
本
書
の

内
容
が
短
い
書
評
で
は
語
り
切
れ
な
い
程
、
高
く
豊
か
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　
全
篇
を
通
じ
て
、
石
母
照
・
永
原
・
安
良
城
諸
氏
の
見
解
に
対
す
る
鋭
い
批

判
を
通
じ
て
、
新
し
い
中
世
社
会
の
基
本
構
造
を
歴
史
発
展
の
法
則
の
上
に
位

置
づ
け
よ
う
と
す
る
共
通
の
問
題
意
識
が
あ
り
、
個
々
の
論
文
に
は
多
小
の
欠

陥
…
や
疑
問
点
が
残
さ
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
充
実
し
た
論
文
集
を

公
刊
出
来
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
中
世
史
学
界
に
と
っ
て
も
実
に
大
き
な

収
穫
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
執
筆
者
各
位
は
、
私
の
β
頃
学
恩
を
受
け
、

ま
た
共
に
机
を
並
べ
て
い
る
先
輩
禅
学
で
あ
る
が
、
筆
者
の
真
意
を
伝
え
な
い

紹
介
や
酌
外
れ
の
批
評
を
し
た
点
が
あ
れ
ば
御
寛
恕
願
い
た
い
。
執
筆
者
各
位

の
今
後
一
層
の
精
進
を
期
待
し
て
欄
饗
す
る
。
　
（
A
5
版
四
六
一
頁
　
昭
和
三

三
年
六
門
月
　
御
茶
の
水
書
房
発
行
　
定
価
七
〇
〇
円
）

四
二
巻
一
号
「
長
躍
藩
に
お
け
る
慶
応
軍
政
改
革
」
正
誤
表

頁
　
　
　
行
　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　
正

二
一
上
塗
二
瀬
塁
警
報
墨
講
藩
）

一
一
一
上
段
一
三
　
武
陽
隊

二
一
下
毅
二

二
五
下
段
五

　
む
武
揚
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ロ

野
心
（
岩
濁
藩
農
民
）
北
門
隊
（
墨
黒
）

ル
ッ
タ
ー
的
一
”
同
盟

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

ル
ッ
タ
ー
的
写
澱
騎
士
的
同
盟
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介

本
書
を
親
し
み
易
い
も
の
と
し
て
い
る
。
内
容
は
序

説
、
歴
史
、
人
文
地
理
、
民
俗
、
旧
跡
伝
説
、
社

寺
古
文
化
財
、
文
芸
、
人
物
、
現
代
、
教
育
、
金
石

文
、
地
名
の
各
篇
よ
り
な
り
、
歴
史
的
諸
事
象
全
毅

に
わ
た
っ
て
む
ら
な
く
記
述
を
図
ら
れ
て
い
る
。

　
先
史
時
・
代
に
始
ま
る
高
田
の
歴
史
は
、
築
山
古
墳

群
に
大
和
豪
族
の
勢
威
を
偲
び
、
万
城
氏
．
当
麻
氏

に
古
代
豪
族
の
盛
褒
を
語
り
、
そ
の
下
に
哀
歓
の
人

生
を
送
っ
た
祖
先
を
考
え
さ
せ
る
が
、
や
が
て
中
世

に
は
高
田
・
乃
歳
の
諸
氏
が
、
乱
離
の
大
和
に
興
亡

の
夢
を
残
し
て
い
く
。
こ
の
動
向
を
か
な
り
克
明
に

追
求
さ
れ
る
と
共
に
、
こ
の
基
盤
た
る
荘
園
制
に
つ

い
て
特
に
一
章
を
設
け
、
二
千
余
町
に
上
る
特
異
な

大
荘
園
平
田
荘
の
解
明
を
行
わ
れ
た
の
は
、
筆
旛
の

仁
心
の
窺
え
る
所
で
あ
り
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ

た
。
土
豪
高
田
氏
の
滅
亡
に
中
世
は
終
り
、
近
世
高

田
が
新
　
し
く
商
工
業
都
衛
と
し
て
発
展
す
る
。
三
内

町
の
存
在
、
町
場
的
発
展
の
情
況
は
、
そ
れ
な
り
に

現
在
学
界
の
問
題
点
で
も
あ
り
、
注
目
し
う
る
が
、

こ
の
繁
栄
を
支
え
、
　
近
代
高
田
を
準
備
し
た
も
の

は
、
綿
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
棉
作
と
綿
の
流
通

過
程
、
紡
績
業
に
つ
い
て
力
を
傾
け
て
お
ら
れ
る
の

も
私
な
ど
に
は
有
難
い
し
、
こ
の
産
業
的
実
力
を
背

漂
に
、
梅
田
上
浜
が
長
州
交
易
を
行
い
、
薩
藩
国
酒

会
所
が
設
燈
さ
れ
た
事
実
に
ば
、
維
新
史
の
一
断
蘭

を
よ
み
と
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
現
代
の
高

田
の
姿
が
展
開
す
る
が
、
諸
団
体
か
ら
監
製
者
名
簿

ま
で
、
か
な
り
詳
細
な
記
述
が
付
さ
れ
て
い
て
地
元

の
人
々
に
と
っ
て
親
し
み
深
い
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
か
よ
う
に
こ
の
大
魚
は
す
ぐ
れ
た
内
容
を
も
っ

て
い
る
が
、
着
干
感
想
を
付
加
す
る
と
、
叙
述
に
精
粗

が
あ
り
、
一
つ
の
特
代
と
し
て
は
有
機
的
溝
成
に
難

が
あ
る
点
も
間
々
見
う
け
る
が
、
餐
篇
の
事
事
を
史

的
流
れ
の
中
で
統
一
し
て
頂
い
た
方
が
よ
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
こ
の
書
物
に
史
料
篇
を

欠
い
て
い
る
の
は
残
念
で
、
特
に
村
島
家
文
書
な
ど

は
、
何
ら
か
の
形
で
公
表
し
て
頂
け
る
な
ら
ば
学
界

の
為
に
も
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
・
凡

こ
の
大
冊
を
完
成
さ
れ
た
関
係
者
の
方
々
の
努
力
に

深
い
敬
意
を
表
し
た
い
。
　
（
A
5
版
七
八
四
頁
　
昭

聯
三
三
年
四
月
　
大
和
高
田
布
役
所
発
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脇
隣
　
修
）

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
一
読
、
ご
ら
ん
の
ご
と
く
、
力
作
大
頭
が
顔
を
な

ら
べ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
一
結
か
ら
の
増
頁
が
、

執
筆
者
の
意
を
強
く
し
た
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が
、

篇
数
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
か
わ
ら
な
い
結
果
に
な
っ

た
の
は
、
す
べ
て
こ
れ
長
篇
の
せ
い
で
あ
り
ま
す
。

つ
い
に
収
載
し
き
れ
ず
、
次
号
に
み
お
く
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
三
遷
を
め
ぐ
っ
て
、
論
議
に
思
わ
ず
大
寒
の
一

田
を
す
ご
し
た
こ
と
で
し
た
。

　
増
頁
は
、
あ
く
ま
で
牧
載
篇
…
数
を
ふ
や
す
方
針
か

ら
ふ
み
き
っ
た
も
の
で
、
今
後
は
各
号
約
六
篇
を
目

標
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
る
べ

く
簡
潔
に
、
コ
篇
四
〇
〇
字
五
〇
枚
て
い
ど
偏
の
原

則
を
ま
も
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
未
納
の
誌
代
を
お
忘
れ
な
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
谷
真
治
）

蕪
舳
篁
嬰
菰
舗
定
価
天
・
円

　
史
林
（
第
四
二
巻
第
二
号
）

　
　
　
京
都
市
窪
京
匿
吉
瞭
本
町

　
　
　
京
鄭
大
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
魯
京
郡
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
理
画
革
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
編
集
主
妊
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
布
下
京
匿
西
七
条
御
所
ノ
内
環
町
三
九

印
剥
所
　
中
村
印
捌
株
式
会
社
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